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注意事項 

 

1.試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

2.この問題冊子の１ページから問題が掲載されています。 

3.試験時間中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に 

気付いた場合は手を挙げて監督に知らせてください。 

      4.解答用紙には解答欄以外に記入欄がありますので、監督の指示に従ってそれぞれ

正しく記入してください。 

 5.解答は、必ず解答用紙の解答欄に記入してください。解答用紙の解答欄以外に記

入された解答はすべて無効とします。解答用紙の裏面を使用する場合は「裏面に

続く」と記載してください。 

6.解答用紙は各１枚しか配布しません。複数枚請求されてもお渡ししません。 

      7.貸与した六法以外の参照は一切できません。 

      8.試験問題の内容等について質問することはできません。 

9.問題冊子の余白等は適宜使用してかまいませんが、解答用紙の解答欄以外に記入 

された解答は無効とします。 

10.試験終了後、問題冊子は持ち帰ってください。 
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[刑法] 

 

 

次の事例におけるＡとＢの罪責を｢自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に

関する法律｣（別添資料）も参照しつつ、論じなさい（道路交通法、その他、特別法上の犯

罪の成否は検討不要である）。 

 

（事例） 

ＡとＢとは、友人であり、ドライブや、自動車の車種等について話合うことが共通の趣味

であった。 

２０２２年９月１３日午後１０時頃、ＡとＢとは、各自の自動車を運転してドライブにで

かけた。Ａは普通乗用自動車（Ａ車）を運転して片側２車線の道路の第１車線（走行車線）

を走行し、Ｂは普通貨物自動車（Ｂ車）を運転し、第２車線（追越車線）において、Ａ車の

すぐ後方を並走していた。ＡとＢは、夜間であり道路上に他の車両も見当たらなかったこと

から、法定速度を超えた高速度で、互いに競うように、抜きつ抜かれつの運転を繰り返して

いた。 

その後、Ａ車、Ｂ車は、信号機のある交差点に接近し、北に向かって直進していた。Ａ、

Ｂは、同信号機が約３２秒前から赤色を表示していたのに、いずれもこれを無視し、Ａは、

時速約１１１キロメートルで同交差点内にＡ車を進入させた。 

その結果、Ａは、Ａ車を、おりから左方道路から青信号に従い進行してきた５０歳の男性

運転の普通貨物自動車（同車内には、妻、長女、長男、次女が同乗していた）に衝突させた。

その結果、長女（１６歳）と長男（１５歳）を車外に放出させ、それぞれを第２車線路上に

転倒させた。次女（１０歳）は、車内に残されていたが、加療期間不明のびまん性軸索損傷

等の傷害を負うに至った。 

その直後に、Ｂは、時速約１００キロメートルを超える速度で同交差点内にＢ車を進入さ

せた。Ｂ車は、長女と長男を轢過し、そのまま同車両底部で同人らを引きずるなどし、長男

をその路上で窒息により、長女を搬送された病院で脳挫傷等の傷害により、それぞれ死亡さ

せた。 

 

＜別添資料 省略＞ 


